
圧力容器（反応器）関連該当法規チャート

■反応器の加熱をする場合
※PVとは圧力(MPa)と容積(㎥)の積です。

※オートクレーブとは、バッチ式反応釜で常時配管により他の設備
　と結ばれていないもの

※PVとは圧力(MPa)と容積(㎥)の積です。

内容積が0.001 m3以下であって、設計圧力が30MPa未満の容器
→高圧ガス特定設備ではなく、『高圧ガス設備』に分類される。

※PVとは圧力(MPa)と容積(㎥)の積です。

■内部に気体を保有する容器（加熱をしない場合）

※各法規において、容積・圧力・胴の内径、長さ等により、適用区分が異なる場合があります。
　上記チャートは法規体系の概要をつかむためのものです。詳細は各法規を必ずご確認下さい。

【連続式反応器】

流通式反応器として、高圧ガスを使用する

【バッチオートクレーブ】

水素(1MPa以上)、アセチレンガス(0.2MPa以上)

塩化ビニルを使用する。

高圧ガス設備

高圧ガス特定設備

小型圧力容器

なし（簡易容器）

第一種圧力容器

PV＞0.004

PV＞0.004 高圧ガス特定設備

高圧ガス設備

【バッチオートクレーブ】

圧力と容積の積が、PV＞0.02の場合

【連続式反応器】

流通式反応器として、高圧でないガスを使用

する

【バッチオートクレーブ】

圧力と容積の積が、0.004＜PV≦0.02の場合

【バッチオートクレーブ】

圧力と容積の積が、0.004≧PVの場合
（簡易）容器

容器（内部気体保有）

0.2MPa以上の気体を内部に保有する容器で、

内容積が0.04㎥以上

または

胴の内径が200mm以上かつ長さが1000mm以上

第二種圧力容器

YES No

大気圧(0.1MPa)を超える圧力を有する気体を内

部に保有する容器で内容積が0.1㎥を超える
簡易容器


